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これまでの産学連携と主な課題 

本当に必要なのは「構造改革」か？ 

（研究者の本音？） （企業の本音？） 

？ 

おもしろい技術
だけれど、製品
化までは遠いし

… 

支払いが少なく
て、技術を入手
できればラッ
キー… 

論文にされる
と、他社に真似
されるのでは… 

こんなにいい技
術なのに、なぜ使
わないのか？ 

自分の好き
なことはやり
たいけれど、
それ以上は
勘弁… 

論文になれば
評価されるけ
れど、論文に
はならないし… 
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共同研究は  ： 
 数量的には拡大 

→ 大企業との共同研究が中心 
→ １件あたりの契約金額は少額 

 
 研究室の研究費には貢献 

→ 大学の収益にはつながらない 
 
特許は ： 
 量的には拡大 

→ 活用率は依然として低い 
 

人材育成は ： 
 カリキュラムは次第に多様化 

→ 基本的には大学主導 

産学共同研究における中小企業の割合 
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資料：文部科学省 「大学等における産学連携等実施状況について」 
    特許庁 「特許行政年次報告書」 より経済産業省作成 



大学への期待 

研究 教育 

人事・給与制度改革 

予算・財務改革 

大学の３つの役割 

見える化・評価の確立 

社会貢献 
（産学連携） 

産業界 

ガバナンス改革 
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１０年後の産学連携への期待 
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【１０年後の夢】 
 
 大学は ： 

① 「基礎研究・基本原理の探求、指導」、「人材育成」、「技術が交わる場の
提供」 など、イノベーション創出の重要な担い手組織として、活発に社
会に貢献 

② 各職員が、自らの適正・資質に応じて、研究、教育、産学連携の面で、
社会と大学に貢献 

③ 企業への営業活動を積極的に行い、技術移転、技術指導などの成果を
生み出し、自主的な財源を確保、研究・教育活動を一層活発化 

 
 企業は ： 

① 新しいビジネスに対する夢を提示し、その実現に必要となる技術の目利
き力を強化（中小企業では、公設試等の支援も重要） 

② 大学を、イノベーション創出の真のパートナーとして認知し、協働で、研
究活動や人材育成を本格的・積極的に実施 

③ 技術開発と市場開拓を一体的に行い、グローバルな市場の中で成長と
革新を実現 


